
道
元

と

ヤ

ス

パ
ー

ス
に
お

け

る

「死

」
に

つ
い
て

-
比

較
哲
学
的
研
究
-

笠

井

貞

人
生
に
お
い
て
不
確
実
な
こ
と
が
多
く
あ
る
と
錐
も
、
唯
、
死
だ
け

は
如
何
に
医
学
が
進
歩
し
て
も
、
我

々
に
と
つ
て
時
日
こ
そ
不
確
実

で

は
あ
る
が
、
確
か
な
事
実
で
あ
り
、
如
何
な
る
人
間
も
死
を
免
れ
な
い

と
言
う
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
。
死
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
運
命

で
あ
り
、

死
の
現
象
は
生
と
無
関
係
で
は
な
い
。
元
来
、
死
は
初
め
か

ら
人
間
の
生
に
属
し
、
人
問
の
生
の
関
係
の
申
で
根
本
的
に
人
間
を
規

定
し
て
い
る
。
人
間
が
、
死
の
意
味
を
問
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、

人
生
を
真
に
考
え
、
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
「
死
」

と
は
、

一

体
何
で
あ
る
の
か
。
如
何
な
る
人
生
を
生
き
て
も
、

そ
れ
が
遂
に
齎
す

の
は
死
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
結
局
、
人

生
は
無
意
味
な
の

か
。
否
、

人
聞
の
本
質
的
特
徴
た
る
有
限
性

・
死
は
、
却
つ
て
人
生
を

内
面
的
に
充
実
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
現
代
社
会

の
根
本
的
傾
向
と
し

て
、
死
は
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
て
、
病
院

・
療
養
所

・
養
老
院

・
斎
場

な
ど
に
委

託
さ
れ
、
死
が
忌
避
さ
れ
て
い
る
。
現
代
人
は
、
死
の
必
然

性
が
生
に
内
在
す
る
こ
と
を
忘
却
し
た
か
の
よ
う

に
、
死
を
深
念

せ

ず
、
m
e
m
e
n
t
o
 
m
o
r
i
 
(
死

を
忘
れ
る
な
)
 と
言
う
古
来
の
警
告
を
拒
否
し

て
い
る
。
死
の
自
覚
の
薄
弱
は
、
生
の
自
覚
の
不
徹
底
を
齎
す
で
あ
ろ

う
。
哲
学
は
、
人
生
に
と
つ
て
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
を
探

究
す
る
学
で
あ
る
か
ら
、
生
と
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
死
の
究
明
は
、

現
代
哲
学
に
お
け
る
最
も
肝
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

永
平
道
元
 
(
1
2
0
0
-
1
2
5
3
)
 

と
カ
ー
ル

・
ヤ
ス
パ
ー
ス
 
(
1
8
8
3
-
1
9
6
9
)

と
は
、
時

・
処

・
思
想
系
統
な
ど
が
異
な
る
が
、
共
に

「死
」
に
関
し

て
深
遽
な
究
明
を
し
て
い
る
。
私
は
本
稿
で
、
両
者
に
お
け
る

「
死
」

の
論
説
を
比
較
考
察
し
て
、
異
質
性
と
類
似
性

の
挟
摘
を
試
み
よ
う
。

道
元
に
よ
れ
ば
、
仏
法
の
道
の
真
理
を
徹
見

し
尽
す
所
は
、
透
脱
で

あ
り
、
現
成
で
あ
る
。
透
脱
と
は
、
生
に
お
い
て
は
生
を
透
脱
し
、
死

に
お
い
て
は
死
を
透
脱
す
る
の
で
あ
る
。
現
成

と
は
生
で
あ
り
、
生
は

現
成
で
あ
る
。
生
の
現
成
の
時
は
生
の
全
現
成

で
あ
り
、
死
の
時
は
死

の
全
現
成
で
あ
る
。

こ
の
全
現
成
す
る
機
関
が
、

よ
く
生
を
生
と
し
て

あ
ら
せ
、
死
を
死
と
し
て
あ
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
機
関
は
、
非
有

道

元

と

ヤ

ス
パ

ー

ス
に

お

け

る

「
死

」

に

つ
い

て
 
(笠

井
)
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道
元
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る

「死
」
に
つ
い
て
 (笠

井
)

非
無
申
道

で
あ
る
か
ら
、
大
小

・
遍
局

・
長
短
な
ど
の
対
立
概
念
を
離

れ
て
い
る
。
今
の
全
現
成
の
生
と
機
関
と
は

一
体
な
の
で
あ
る
。
生
は

生
と
し
て
の
、
死

は
死
と
し
て
の
全
機
現
で
あ
る
。
仏
法
に
お
け
る
自

己
に
無
量

の
法
が
あ
る
中
に
生
も
死
も
あ
る
こ
と
を
知

る
べ
き
で
あ

る
。
生
の
現
前
の
時
、
生
で
な
い
衆
法
は
な
い
か
ら
、
生
は
全
機
現
と

言
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
生
即

一
時

一
法
、
生
即

一
事

一
心
な

の
で
あ

る
。
生
は
死
を
塁
擬
せ
ず
、
死
は
生
を
畢
擬
し
な
い
。
全
機
現
の
生
死

で
あ
る
か
ら
、
生
で
な
け
れ
ば
死
、
死
で
な
け
れ
ば
生
で
あ
る
。
尽
大

地

・
尽
虚
空
は
共
に
生
に
も
死
に
も
あ
る
。
し
か
し
、

一
枚

の
尽
大

地
、

一
枚
の
尽
虚
空
が
あ
つ
て
、
生
に
も
死
に
も
全
機
現
す
る
の
で
は

な
い
。
非

一
而
非
異
、
非
異
而
非
即
、
非
即
而
非
多
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
生
に
お
い
て
も
全
機
現
の
衆
法
が
あ
り
、
死
に
お
い
て
も
全
機
現

の
衆
法
が
あ
り
、

生
で
も
死

で
も
な
い
所
に
も
全
機
現
で
あ
る
。
逆
に

そ
の
全
機
現
の
所
に
生
が
あ
り
、
死
が
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

人
は
死

ぬ
こ
と
を
恐
れ
、
死
に
直
面
し
て
生
を
願
う

の
を

常
と
す

る
。
所
で
、
生
と
死
と
は
前
後
際
断
、
独
立
無
伴
で
あ
る
。
生
も

一
時

の
位
で
あ
り
、
死
も

一
時
の
位
で
あ
る
。
例
え
ば
、
薪
と
灰
と
が
別
の

も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
生
と
死
と
は
別
で
あ
る
。
薪
が
灰
と
な

つ
た
後

に
、
更
に
薪
と
な
ら
な
い
と
同
様
に
、
人
の
死
後
、
更
に
生
に
返
る
こ

と
は
な
い
。
仏
法
で
、
生
が
死
に
な
る
と
言
わ
ず
、
ま
た
死
が
生
に
な

る
と
言
わ
な
い
。
生
の
時
は
生
限
り
、
死
の
時
は
死
限
り
、
生
と
言
え

ば
死
で
は
な
く
、
死
の
時
に
生
は
な
い
。
生
の
時
は
、
ど
こ
ま
で
も
生

の
法
位
に
住
し
て
生
で
あ
り
、
死
の
場
合
は
ど

こ
ま
で
も
死
の
法
位
に

住
し
て
死
で
あ
る
。
生
と
死
と
は
決
し
て
会
う

こ
と
は
な
い
。
即
ち
、

生
と
死
と
は
 <
不
回
互
>
 で
あ
る
。
生
の
時
は
法
の
絶
対
起
が
、
死
の

時
は
法
の
絶
対
滅
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
従

つ
て
、
生
き
て
い
る
時
に

全
力
を
尽
し
て
生
き
抜
く
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
生
は
生
と
し
て
独
立
、
死
は
死

と
し
て
独
立
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
人
間
存
在
の
各
瞬
間
を
、

一
面

か
ら
見
れ
ば
生

で
あ

り
、
他
面
か
ら
見
れ
ば
死
で
あ
る
。
刹
那
生
滅

な
の
で
あ
る
。
-
一
定
期

間
連
続
す
る
生
の
後
に
初
め
て
死
が
到
来
す
る

こ
と
を
無
常
と
言
う
の

で
は
な
い
。
刹
那
生

・
刹
那
滅
と
し
て
、
死
は
刹
那
毎
の
事
実
な
の
で

あ
る
。
人
の
身
心
は
無
常
で
、
刹
那
に
生
滅
し
て
い
る
。
生
と
死
と
は

別

々
で
は
な
く
、
生
の
真
只
中
に
既
に
死
が
あ
り
、
死
の
真
只
中
に
生

が
存
す
る
の
で
あ
る
。
生
が
刹
那
の
事
実
で
あ
る
と
共
に
、
死
も
刹
那

の
事
実
な
の
で
あ
る
。
人
間
は
刹
那
毎
に
生
き
な
が
ら
、
刹
那
毎
に
死

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
生
と
死
と
は
、
従
っ
て
ま
た
 <
回
互
>
 す
る
。

生
の
外
に
死
は
無
く
、
死
の
外
に
生
は
無

い
。
生
即
死

・
死
即
生
で
、

生
と
死
と
は
元
来
、

一
法
で
あ
り
、
相
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
生
死

不
二
で
あ
る
。
以
上
、
要
す
る
に
、
生
は
生
、
死
は
死
で
独
立
し
、
法

位
に
住
し
て
、
前
後
際
断
し
て
い
る
と
同
時
に
、
他
面
に
お
い
て
生
の

中
に
死
が
、
死
の
中
に
生
が
存
す
る
と
、
論
じ
る
の
で
あ
る
。

「生
死
去
来
真
実
人
体
」
を
引
用
し
て
、
道
元

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

所
謂
、
生
死
と
は
、
凡
夫
に
と

つ
て
は
流
転
の
世
界
で
あ
る
が
、
聖
者
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に
と
つ
て
は
解
脱
す
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
超
凡
越
聖
す
る
こ
と
だ
け

で
、

こ
れ
を
真
実
人
体
と
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
生
死
は
不
停
で
、
刹

那
も
停
ま
ら
ず
流
転
し
て
い
る
。
生
死
流
転
の
真
只
中
に
あ
つ
て
の
学

道
も
、
真
理
の
現
成
で
あ
る
。
仏
教
の
認
識
論
的
説
明
で
、
二
種

・
七

種
の
生
死

の
区
別
が
あ
る
が
、
悉
く
聖
者
が
解
脱
す
る
所
の
生
死
で
あ

る
か
ら
、

恐
怖
す
る
必
要
は
な
い
。
人
は
ま
だ
生
を
離
れ
な
い
の
に
死

を
見
て
お
り
、
死
を
離
れ
な
い
の
に
生
を
見
て
い
る
。
生
即
是
死

・
死

即
是
生
で
あ
る
。

し
か
も
ま
た
生
即
生

・
死
即
死
で
あ
り
、
響

え
れ

ば
、
生
は
栢
樹
子
、
死
は
鉄
漢
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
生
は

一
枚
で

は
な
く
、
死
は
両
疋
で
は
な
い
。
絶
対
の
生

で
あ
り
、
死

で
あ
る
か

ら
、
死
が
生
に
相
対
す
る
の
で
も
な
く
、

生
が
死
に
相
待
す
る
の
で
も

な
い
。
所

で
、
人
は
生
死
を
避
け
て
、
浬
繋
だ
け
を
求

め
よ
う
と
す

る
。
道
元

は
、
「
辮
道
話
」
に
お
い
て
、
生
死
の
現
実
の
外

に
浬
墾

が

あ
る
と
説
く
の
で
は
な
く
、
生
死
即
浬
繋
で
あ
る
と
覚
了
す
べ
き
で
あ

る
と
言
う
。
生
死
を
相
と
し
、
浬
榮
を
性
と
す
れ
ば
、
性
相
不
二
の
故

に
で
あ
る
。
抑
蚕
仏
法
は
、
生
死
の
現
実
生
活
の
た
め

の
も
の
で
あ

り
、
生
死
流
転
の
真
只
中
に
あ
る
人
間
の
正
し
い
生
き
方
を
省
察
す
る

の
で
あ
る
。
「生
死
」
の
巻
で
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

生
死

即

浬
繋
の
理
を
心
得
れ
ば
、
生
死
を
厭
う
心
も
無
く
、
浬
契
を
欣
う
心
も

無
く
な
り
、
そ
の
時
、
初
め
て
人
は
生
死
の
迷
い
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
生
死
即
浬
藥
で
あ
る
か
ら
、
生
死
に
も
浬
架

に
も
拘
泥

し
な

い
。
若
し
人
が
、
生
死
の
外
に
仏
を
求
め
る
な
ら
ば
、
韓
を
北
に
向
け

て
越
に
向
か
い
、
顔
を
南
に
向
け
て
北
斗
星
を
見
よ
う
と
す
る
よ
う
な

も
の
で
、
愈

蚕
生
死
流
転
の
原
因
を
集
め
て
、
益
蚕
解
脱
の
道
を
見
失

う
。
要
す
る
に
、
生
死
の
申
に
し
か
自
己
の

一
切
を
尽
す
所
は
存
在
し

な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
元
は
、
生
死
を
厭
い
、
浬
契
を
欣
う

二
元
論
で
は
な
く
て
、
生
死
浬
繋
不
二
の
立
場
を
と
る
の
で
あ
る
。

「行
仏
威
儀
」
の
巻
で
、
道
元
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
生
死
は
仏

法
の
実
践
行
で
あ
る
。
生
死
は
、
仏
教
徒
が
仏
と
成
る
道
具
で
あ
り
、

こ
れ
を
駆
使
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
解
明
す
れ
ば
明
確
に
了
得
で

き
る
。
故
に
諸
仏
は
、
生
死
問
題
の
通
暁
と
閉
塞
を
明
白
に
知
り
、
生

死
を
自
在
無
擬
に
使
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
生
を
了
解
し
、
死
を
達
観

し
た
人
は
、
「
生
死
を
生
死
に
ま
か
す
」
と
。

こ
の
「
任
す
」
と
は
宿
命

論
的
意
味
で
な
く
、
生
に
拘
泥
せ
ず
、
死
に
囚
わ
れ
ず
、
生
死
を
あ
る

が
ま
ま
に
受
容
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
道
元

は
、
『
永

平
広

ク

ク

録
』
第

一
で
も
、
「國
悟
禅
師
道
、

生
死
去
来
真
実
人
体
。
南
泉
道
、
生

レ

ク

レ

ク

死
去
来
是
真
実
体
。
趙
州
道
、
生
死
去
来
是
真
実
人
体
。
長
沙
道
、
生

レ

ノ

ベ

ヲ

ニ

ア
ラ

死
去
来
是
諸
仏
真
実
体
。
」
と
し
て
、
「
四
員
尊
宿
各
展
二家
風
噴

倶
端
ニ

ハ
ス

ヲ

ヤ

ダ

レ

シ

レ

ナ
ラ
バ

イ
ウ
シ
ヤ

フ

ネ

ン

鼻
孔
幻

道
也
道
得
、
只
是
未
在
。
若
是
興
聖

又

且

不
然
、
生

ダ

レ

ナ
リ

死
去
来
只
是
生
死
去
来
。
」
と
主
張
す
る
。
生
死
去
来
を
そ
の
ま

ま
生

死
去
来
と
観
る
こ
と
が
、
生
死
の
繋
縛
か
ら
自
在

の
境
涯
な
の

で
あ

る
。
欣
厭
取
捨
の
心
を
以
て
せ
ず
、

生
死
を
生
死
に
任
す
の
で
あ
る
。

更
に
道
元
は
、
華
厳
思
想
の
性
起
唯
浄
を
背
景
に
し
、
「
こ
の
生
死

は
、
即
ち
仏
の
御
い
の
ち
也
」
(「生
死
」)
 と
説
く
。
仏
の
い
の
ち
と
は
、

道

元

と

ヤ

ス

パ

ー

ス

に

お
け

る

「
死
」

に

つ

い
て
 
(
笠

井

)
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道
元
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る

「
死
」
に
つ
い
て
 (笠

井
)

畢
寛
、
仏
性
 (本
来
的
自
己
)
 で
あ
る
。
生
死
に
執
着
す
る
の
は
凡
夫

で
、

生
死
を
厭
離
す
る
の
は
二
乗
で
あ
る
。
生
死
即
浬
繋
で
あ
る
か
ら
、
生

死
そ
の
も
の
が
仏
で
あ
る
。
生
死
去
来
は
、
無
上
菩
提
で
あ
る
。
生
死

を
そ
の
ま
ま
仏
の
御
命
と
信
じ
て
、
そ
の
中
に
全
生
命
を
投
入
す
る
な

ら
ば
、
生
死
去
来
は
、
光
明
の
去
来
と
な
る
。
自
在
無
擬
に
生
死
す
る

こ
と
が
、

即
ち
浬
繋
な
の
で
あ
る
。
爽
山
の
、
「
生
死
の
中

に
仏
あ
れ

ば
生
死
な

し
」
で
あ
り
、
生
死
、
即
ち
苦
悩
の
現
実
を
厭
離
し
よ
う
と

す
れ
ば
、

仏
の
御
命
を
失
う

こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
生
死
を
仏
や
光
明

と
対
立
さ

せ
て
執
着
す
れ
ば
、

そ
れ
も
仏
の
御
命
を
失
う

こ
と
に
な

る
。
仏
の
形
状
を
認
め
る
の
は
、

一
つ
の
繋
縛
で
あ
る
か
ら
。
爽
山
の

言
葉
に
対

し
て
定
山
が
、
「生
死
の
中
に
仏
な
け
れ
ば
生
死
に
ま
ど

は

ず
」
と
言

う
所
以
で
あ
る
と
す
る
。
不
厭
不
著
の
時
、
初
め
て
仏
の
心

に
到
る
。

生
死
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
生
死
の
迷
い
を
離
れ
て
、
自

在
無
擬
の
仏
に
成
る
。
生
に
拘
泥
し
、
死
に
囚
わ
れ
る
主
体
た
る
こ
と

を
超
え
て
、
生
死
を
生
死
に
積
極
的
に
任
せ
る
の
が
、
仏
の
御
い
の
ち

に
任
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
仏
教
は
、
「
仏
」
(覚
者
・
本
来
的
自
己
)
 と
成

つ
て
真
実

に
生
き
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
道
元
に
お
け
る
仏
と
は
、

凡
夫
が
現
世
に
お
い
て
覚
証
で
き
る
身
心
脱
落
の
自
己
、
本
来
的
自
己

で
あ
る
。
身
心
脱
落
す
れ
ば
、
本
来
の
面
目
が
現
前
し
て
、
即
今
当
処

に
、
生
死
を
透
脱
し
た
仏
と
成
る
の
で
あ

る
。
要
約
す
れ
ば
、
道
元

は
、
生
は
生
、
死
は
死
、

し
か
も
生
死
不
二
と
し
、
生
死
即
浬
契
と
し

て
、
生
死
即
仏
命
を
信
じ
て
の
不
染
汚
の
学
道
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

猶
、
道
元
自
身
は
、
罹
病
し
て
加
療
さ
れ
、
「
錐
レ
然
全
不
二平
癒
嚇

此

又
不
レ
可
レ驚
」
と
覚
悟
さ
れ
た
が
、
懲
漁
さ
れ
て
療
養
の
た
め
上
洛
さ

れ
た
が
、
治
癒
せ
ず
、
「五
十
四
年
照
二第

一
天
哨
打
二箇
跨
跳
一触
二
破

大
千
画

嘆
、
渾
身
無
二
著
処
噴

活
陥
二黄
泉
こ

の

一
偶
を
遺
し

て
入

滅
さ
れ
た
。

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
根
本
体
験
の

一
つ
に
、
幼
時
か
ら
の
肺
気
管
支
拡
張

症
な
ど
の
持
病
の
た
め
、
死
を
凝
視
し
て
い
た

と
言
う
こ
と
が
あ
る
。

彼
が
、
精
神
病
理
学
者
と
し
て
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
後
、
心
理
学
を

経
て
、
哲
学
の
道
を
選
択
す
る
動
機
に
な

つ
た
重
要
課
題
の

一
つ
は
、

死
と
は

一
体
何
で
あ
る
か
、
で
あ
つ
た
。
蒲
柳

の
質
の
た
め
、
非
常
に

規
則
的
な
生
活
を
し
、
日
日
を
贈
り
物
の
よ
う

に
感
謝
し

て
受
け
取

り
、
高
齢
に
至
る
ま
で
哲
学
的
思
索
を
続
け
た
。

人
間
の
現
存
在
の
現
実
的
な
在
り
方
の
根
本

を
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、

「
状
況

-
内
-
存
在
」
と
し
て
、
自
己
は
常
に
特
定
の
状
況
の
内
に
あ

り
、
闘
争

・
苦
悩

・
負
い
目

・
死
な
ど
は
不
可
避

で
あ
る
こ
と
、

こ
の

よ
う
な
状
況
を
、
彼
は

「
限
界
状
況
」
(
g
r
n
z
s
i
t
g
t
i
o
n
)
 

と
名
付
け

る
。

こ
の
呼
び
方
自
体
は
、
彼
の
独
創
と
言
え
る
。

こ
れ
は
彼
の
哲
学

の
根
抵
を
支
え
て
い
る
極
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
限
界
状
況
に
お

い
て
、
人
間
の
有
限
性
が
最
も
鋭
く
体
験
さ
れ
る
。
限
界
状
況
は
、
科

学
的
、
技
術
的
に
処
理
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

我

々
が
突
き
当

つ
て

挫
折
す
る
壁
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
我

々
は
眼
を
見
開
い
て
限
界
状

況
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
つ
て
、自
己
自
身
と
成

る
の
で
あ
る
。
所
詮
、
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限
界
状

況
を
経
験
す
る
こ
と
と
、
実
存
す
る
こ
と
と
は
同
じ
こ
と
な
の

で
あ
る
。
彼
の
初
期

の
著
作
 
(
p
s
y
c
y
c
h
o
l
o
g
i
e
 
d
e
r
 
w
e
l
t
a
n
s
c
h
a
u
u
n
g
e
n
,

s
.
 
2
2
9
f
f
.
)

で
は
、
概
略
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
死
は
表
象
で
き
な
い
も

の
、
元
来
、
不
可
思
議
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
苦
悩
は
、
他
の
限
界

状
況
の
中

の

一
つ
の
も
の
で
は
な
く
、
主
観
的
観
点
か
ら
は
、

一
切
の

限
界
状
況

が
苦
悩
と
な
る
。
客
観
的
に
は
、
主
観
-
客

観
-
分

裂
や
、

現
存
在

の
二
律
背
反
的
構
造
や
、
価
値
と
非
価
値
と
の
対
立
が
、
主
観

の
側
か
ら
見
れ
ば
苦
悩
な
の
で
あ
る
。

一
切
の
苦
悩
の
背
後
に
、
死
が

立

つ
て

い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
死
」
に
つ
い
て
の
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
論
述
 
(
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
,

s
.
 
1
8
3
f
f
.
)
 

を
簡
約
し
よ
う
。
死
の
必
然
性
と
無
常
性
、
現
象
に
お
け
る

こ
の
消
滅

は
、
実
存
に
所
属
す
る
。
消
滅
が
無
い
と
す
れ
ば
、
自
己
は

存
在
と
し

て
不
滅
の
持
続
で
あ
ろ
う
し
、
自
己
は
実
存
し
な
い
で
あ
ろ

う
。
死

は
、

一
般
的
な
も
の
と
し
て
限
界
状
況

の
内

に
あ
る

の
で
な

く
、
限
界
状
況
に
お
い
て
歴
史
的
な
も
の
に
な
る
。
死
は
、
特
定
の
隣

人
の
死

で
あ
る
か
、
私
の
死
で
あ
る
か
で
あ
る
。
人
は
誰
で
も
、
独
り

で
死
ぬ
。

だ
が
真
実
に
愛
さ
れ
た
者
は
、
実
存
的
に
現
存
し
続
け
る
。

死
に
よ

つ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
も
の
は
、
現
象

で
あ

つ
て
、
存
在
そ
れ
自
身

で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
自
己
の
死
は
、
自
己
に
と

つ
て
経
験
で
き
な

い
。
死
に
直
面
し
て
本
質
的
に
持
続
す
る
も
の
は
、
実
存
的
に
遂
行
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
停
い
も
の
は
、
単
な
る
現
存
在
で
あ
る
。
限
界

状
況
に
お
い
て
実
存
す
る
者
に
と
つ
て
、
死
は
親
密
な
も
の
、
友
で
は

な
く
て
、
疎
遠
な
も
の
、
敵
で
も
な
い
。
死
は
、
矛
盾
す
る
形
態
に
よ

る
運
動
に
お
い
て
、
そ
の
両
者
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
更
に
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
以
下
の
よ
う
に
説
く
。
勇
気
は
、

限
界
状
況
に
お
い
て
、
自
己
存
在
の
規
定
し
難

い
可
能
性
と
し
て
の
死

に
対
す
る
心
的
態
度
で
あ
る
。
生
の
渇
望
が
、
実
存
的
不
安
を
相
対
化

し
、
実
存
を
抹
殺
し
て
、
死
に
対
し
て
の
途
方

に
暮
れ
た
不
安
を
惹
起

す
る
の
で
あ
る
。
実
存
的
な
誠
実
性
の
内
に
常

に
、

一
方
で
は
死
の
不

安
と
生
の
欲
望
、
他
方
で
は
常
に
新
た
に
獲
得

す
る
存
在
確
信
、
と
言

う
二
重
性
が
持
統
す
る
。
死
に
対
し
て
覚
悟
が
で
き
て
い
る
こ
と
は
、

平
静
な
態
度
で
あ
る
が
、
そ
の
内
に
は
尚
、
両
契
機
が
物
を
言

つ
て
い

る
。
死
に
直
面
し
て
、
生
は

一
層
深
く
な
り
、
実
存
は

一
層
自
己
を
確

信
す
る
よ
う
に
な
る
。
希
望
の
無

い
現
存
在
が
長
引
か
さ
れ
て
、
単
に

現
存
在
と
し
て
反
復
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
決
断
に
よ
つ
て
、
歴

史
的
現
実
と
自
己
同

一
化
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
現
存
在
が
充
実
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
死
が
生
よ
り
以
下
で
あ
る
と
、
死
は
勇
気
を

必
要
と
し
、
死
が
生
よ
り
以
上
で
あ
る
と
、
死

は
庇
護
を
与
え
る
。
死

に
対
す
る
自
己
自
身
の
態
度
は
、
人
生
を
通
し
て
の
新
た
な
獲
得
の
飛

躍
に
お
い
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

結
局
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
に

よ
れ
ば
、
死
は
、
生
を
極
度
に
不
安
な
状
況

へ
と
追
詰
め
る
こ
と
に
よ

り
、
却

つ
て
生
を
生
本
来
の
実
存
的
課
題
の
た
め
に
自
由
に
さ
せ
る
。

そ
れ
故
に
死
の
問
題
は
、
人
生
を
如
何
に
生
き
る
か
の
問
題
に
な
る
。

如
何
な
る
生
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
生
以
外
に
自
己
の
生
は
無

い
の
で
あ

道

元

と

ヤ

ス
パ

ー

ス
に

お

け

る

「
死
」

に

つ

い

て
 
(
笠

井

)
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道
元
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る

「死
」
に
つ
い
て
 (笠

井
)

る
か
ら
、

そ
れ
を

一
つ
の
運
命
と
し
て
愛
す
る
外
は
な
い
。
生
の
各
瞬

間
に
お

い
て
、
精

一
杯
生
き
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
再
び
生
き
る
こ
と
を

願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
程
の
生
き
甲
斐
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
に
よ

り
獲
得
さ
れ
る
勇
気
は
、
死
を
も
撲
滅
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

仏
教

と
実
存
哲
学
と
の
類
似
性
は
、
屡
蚕
、
内
外
の
学
者
に
よ
り
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ッ
フ
 (w
o
l
f
g
a
n
g
 
p
h
i
l
i
b
p
,
 
r
d
i
g
i
o
s
e
 
s
t
r
o
-

m
un
l
f
g
a
n
g
 
p
h
i
l
i
b
p
,
 
r
d
i
g
i
o
s
e
 
s
t
r
o
-

に
よ
れ
ば
、
実
存
哲
学
は
、

「
新
仏
教
」
(
n
e
u
b
u
d
d
h
i
m
u
s
)
 

で
あ
り
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
超
越
者
は

「
浬
繋
-
超

越
者
」
(n
i
r
v
a
n
a
-
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
z
)
 

で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ

に
対
し

て
、
私
は
次
の
よ
う
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聖
書
を
無

限
の
宝
庫
と
見
倣

し
、
聖
書
宗
教
の
理
念
を
敬
重
し
て
、
実
存
と
超
越

者
と
を
中
核
と
す
る
ヤ
ス
パ
ー
ス
哲
学
は
、
巨
視
的
に
言
え
ば
、

キ
リ

ス
ト
教
哲
学
の

一
種
の
現
代
的
形
態
で
あ
る
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
自
身
が
説

く
よ
う

に
、
超
越
者
 (神
性
)
 だ
け
が
真
実
存
在
で
、
人
間
は
顧
慮
す
る

価
値
の
無
い
も
の
、
人
間
そ
れ
自
身
は
無
で
あ
り
、
人
間
は
超
越
者
と

の
関
連

に
お
い
て
だ
け
人
間
な
の
で
あ
る
。
神
学
者
で
は
な
く
て
、
哲

学
者
た
る
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、
彼
自
身
の
立
場
で
あ
る
哲
学
的
信
仰
の
、

超
越
者

と
し
て
の

「隠
れ
て
い
る
神
」

(d
e
r
 
v
e
r
b
o
r
g
e
n
e
 
g
o
t
t
)
 

を
、

キ
リ
ス
ト
教
啓
示
信
仰
の
、
「啓
示
し
た
神
」
(
d
e
r
 
o
f
f
e
n
b
a
r
t
e
 
g
o
t
t
)

と
対
立
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
何
れ
に
し
て
も
聖
書
に
お
け
る

「唯

一
な
る
神
」
(
d
e
r
 
e
i
n
e
 
g
o
t
t
)

で
あ
り
、
例
え
ば
、

ル
タ
ー
に
お
い
て

は
対
立
し
て
い
な
い
。
ヤ
ス
一パ
ー
ス
は
、
対
立
さ
せ
て
自
己
の
哲
学
的

立
場
を
獲
得
し
た
上
で
、
啓
示
信
仰
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
実
存
概
念
及
び
人
間
の
有
限
性
を
把
握
し
た
限

界
状
況
概
念
は
、
直
接
的
に
は
、
キ
ル
ケ
、コ
ー

ル
の
思
想
を
継
承
し
展

開
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、
如
何
な
る
人
間
も
実
存
で

あ
る
限
り
、
天
国
又
は
地
獄
に
お
い
て

一
座
席
を
入
手
す
る
永
遠
の
魂

で
あ
る
と
し
て
、
<
予
定
説
>
 を
採
る
。
死
が

限
界
状

況
で
あ

る
の

は
、
現
存
在
が
、
存
在
そ
れ
自
身
の
現
象
で
あ
り
、
実
存
に
と

つ
て
現

存
在
が
身
体
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
、
<
受
肉
>
 の
教
義
を
解
釈
し
入

れ
て
い
る
。
尚
、

生
を
運
命
と
し
て
愛
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、

ニ
ー
チ

ェ
に
お
け
る

「
運
命
愛
」
(
a
m
o
r
 
f
a
t
i
)
 
の

影
響
で
あ
る
。
道
元

は
、
大
乗
仏
教
哲
学
系
統
の
、
華
厳
思
想

・
禅
思
想
な
ど
を
根
拠
に
し

て
、
生
死
観
を
展
開
し
た
。
そ
れ
故
に
、
両
者

の
異
質
性
は
当
然
で
あ

る
。
生
と
死
に
関
し
て
、
道
元
は

一
元
論
的
で
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
二
元

論
的
で
あ
る
。
然
乍
、
道
元
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、
無
常
乃
至
有
限
性
の

自
覚
か
ら
、
死
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
人
間
が
、
生
に
執
着
し
、
死
を

厭
い
、
或
は
現
存
在
と
し
て
の
人
間
が
、
死
の
不
安
を
回
避
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
問
題

に
し
て
、
道
元
は
、
生
死
透
脱
に
よ
る
自
在
無

擬
を
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、
実
存
と
し
て
運
命
を
愛
す
る
勇
気
を
説
き
、

仏
、
又
は
実
存
と
し
て
、
今
、
此
処
の
瞬
間
に
、
精

一
杯
生
き
る
べ
き

こ
と
を
主
張
す
る
点
な
ど
に
お
い
て
、
両
者
の
対
応
乃
至
類
似
性
が
認

め
ち
れ
よ
う
。

(群
馬
大
学
教
授
)
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